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は
じ
め
に

岩
崎
美
隆
（
文
化
元
年
一
八
〇
四
生
）
は
、「
河
内
国
河
内
郡
花
園
村

の
庄
屋
の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
身
命
を
と
し
て
国
学
の
研
究
に
没
入
し
た

人
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る（

（
（

。
村
田
春
門
門
人
で
加
納
諸
平
等
と
交
流
し
、

和
漢
の
書
に
通
じ
た
市
井
の
博
学
の
人
で
あ
る
。
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）

に
四
四
歳
で
没
し
た
。
そ
の
前
年
に
中
西
多
豆
伎
ら
に
よ
っ
て
編
ま
れ

た
蔵
書
目
録
に
『
杠
園
書
目
録
』（
関
西
大
学
岩
崎
美
隆
文
庫
蔵
LI
二
／

〇
二
九
・
九
／
N
一
／
一
）
が
あ
る
。
掲
載
書
目
に
は
合
点
や
丸
印
が
付

さ
れ
、
門
人
等
に
よ
り
蔵
書
が
検
め
ら
れ
た
痕
跡
を
留
め
る
。
そ
の
奥

書
に
は
、「
惣
計
八
百
二
拾
七
部
／
美
隆
写
本
之
部
二
百
八
十
二
部
／
合

千
百
九
部
／
冊
数
／
四
千
百
四
拾
七
冊
／
弘
化
三
丙
午
年
七
月
／
か
く
あ

ら
た
む
る
も
の
は
／
喜
里
川
里　

中
西
多
豆
伎
／
八
尾
神
主　

友
田
義
延

／
花
園　

荒
木
美
蔭
」
と
あ
る
。
往
事
は
、
四
千
冊
を
超
え
る
書
籍
が
蔵

さ
れ
、
そ
の
四
分
の
一
ほ
ど
は
美
隆
の
筆
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
目
録

の
前
見
返
し
に
は
「
美
隆
家
号
始
藤
乃
門
ト
云
／
コ
ハ
春
門
大
人
ノ
名
ツ

ケ
玉
ヘ
ル
ナ
リ
／
後
自
ラ
杠
園
ト
改
ム
」
と
あ
り
、
美
隆
が
当
初
は
師
春

門
の
命
名
に
よ
り
藤
ふ
じ
の
か
ど

門
、
後
に
杠
ゆ
ず
る
は

園そ
の

と
号
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。

こ
の
膨
大
な
蔵
書
の
一
部
が
関
西
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
神
道
、
歴
史
、
文
学
等
に
分

類
さ
れ
る
関
西
大
学
岩
崎
美
隆
文
庫
約
二
八
〇
点
の
全
容
は
『
関
西
大
学

所
蔵　

岩
崎
美
隆
文
庫　

五
弓
雪
窓
文
庫　

目
録
』（
関
西
大
学
図
書
館

　

一
九
七
六
年
）
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
同
書
の
「
附
録　

岩
崎
美
隆
略
伝
」

に
は
、
松
尾
耕
三
『
河
内
名
流
伝
』（
一
八
九
四
年
）
の
記
事
と
折
口
信

夫
が
『
枕
草
紙
杠
園
抄
』
解
題
と
し
て
記
し
た
「
杠
園
抄
解
説
」（『
国
文

学
註
釈
叢
書
』
第
十
七
巻　

一
九
三
〇
年
）
と
が
再
録
さ
れ
、
美
隆
の
伝

岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家
集
の
検
討

―
関
西
大
学
岩
崎
美
隆
文
庫
本
『
恵
慶
集
』
を
起
点
と
し
て
―

藏
　
中
　
さ
や
か
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や
人
物
像
が
述
べ
ら
れ
る（

（
（

。

岩
崎
文
庫
の
う
ち
、
文
学
に
分
類
さ
れ
る
書
籍
に
は
、
和
歌
実
作
を
ま

と
め
た
も
の
に
加
え
、
古
典
作
品
の
抄
出
や
注
釈
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば

前
出
『
枕
草
紙
杠
園
抄
』
は
『
春
曙
抄
』
に
美
隆
の
私
見
を
加
え
た
注
釈

で
そ
の
書
名
は
折
口
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
頭
書
や
傍
書
で
美

隆
自
身
の
考
え
を
、
時
に
「
美
按
」
を
付
し
て
、
書
き
入
れ
た
書
は
多
く
、

美
隆
の
学
び
の
一
端
を
今
に
伝
え
る
。

歌
書
に
つ
い
て
見
れ
ば
、『
俊
頼
髄
脳
』
の
一
本
で
あ
る
『
俊
秘
抄
』

は
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
私
家
集
の
う
ち
写

本
に
限
っ
て
述
べ
れ
ば
、『
群
書
類
従
』
の
写
し
や
抄
出
が
多
数
あ
る
。

そ
れ
ら
を
除
く
と
、
蘆
庵
本
で
あ
る
『
四
条
大
納
言
公
任
家
集
』（
契
沖

朱
校
本
に
蘆
庵
の
注
記
を
青
墨
で
加
え
た
本
、
寛
政
二
年
前
波
黙
軒
写
、

美
隆
の
書
き
入
れ
あ
り
）
や
、『
散
木
棄
歌
集
』（
安
永
八
年
蘆
庵
奥
書
）、

入
江
昌
喜
旧
蔵
本
で
あ
る
合
綴
本
『
讃
岐
守
忠
度
集
』『
二
条
讃
岐
集
』（

（
（

、

美
隆
が
尾
崎
正
明
所
持
本
に
よ
り
校
合
を
加
え
た
『
山
家
集
』（
文
禄
三

年
玄
旨
奥
書
本
。
紀
氏
辰
旧
蔵
）
と
『
恵
慶
集
』
が
蔵
さ
れ
る
。『
杠
園

書
目
録
』
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
比
す
る
と
、
蔵
書
の
散
逸
は
著
し
く
、

類
従
本
を
除
く
私
家
集
（
写
本
）
に
つ
い
て
も
数
点
が
関
西
大
学
に
帰
し

た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
こ
の
う
ち
『
恵
慶
集
』（
LI
二
／
九
一
一
・
二
三
八
／
E
一
／

一
）
に
つ
い
て
論
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
以
下
、
歌
番
号
は
『
新
編

国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
本
文
比
較
の
際
は
『
私
家
集
大
成
』
を
用
い
る
。

一

　
『
恵
慶
集
』
の
研
究
は
熊
本
守
雄
氏
『
恵
慶
集
校
本
と
研
究
』（
桜
楓
社

　

一
九
七
八
年
、
以
下
「
熊
本
著
書
」
と
称
す
る
）（

（
（

が
始
発
で
、
岩
崎
文

庫
本
に
つ
い
て
も
詳
論
が
載
る
。
全
文
翻
刻
は
未
掲
載
で
あ
る
が
、
熊
本

著
書
は
、
書
陵
部
本
（
一
五
〇
・
五
五
八
、
冷
泉
家
資
経
本
の
写
し
）
の

対
校
本
と
し
て
岩
崎
文
庫
本
を
採
用
し
、
本
文
異
同
箇
所
を
表
示
す
る
。

そ
の
本
文
に
は
欠
字
箇
所
が
十
数
箇
所
あ
る
こ
と
や
、七
八
の
前
に
和
歌
・

詞
書
、
一
二
一
の
前
に
詞
書
・
和
歌
を
補
い
得
る
こ
と
、
末
尾
に
歌
語
り

的
な
詞
書
と
と
も
に
独
自
歌
三
首
を
付
載
す
る
こ
と
等
を
述
べ
、『
私
家

集
大
成
』解
題
に
も
同
内
容
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
、

奥
書
を
備
え
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

二
七
・
五
×
一
九
・
〇
㎝　

表
紙　

紺
色
無
地　
　

外
題　

恵
慶
集

（
貼
題
簽
）　　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

五
四
丁　
　

遊
紙　

前
ナ
シ　

後
一
丁　
　

料
紙
は
楮
紙
で

袋
綴　
　

歌
は
二
行
書
で
記
し
、
詞
書
は
二
字
下
り
、
一
面
一
〇
行

書　
　
　

朱
押
紙
ア
リ
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奥
書
「
本
云
／
以
或
貴
所
御
本
書
冩
校
合
之
／
歌
林
朽
才
在
判
」

熊
本
著
書
は
奥
書
中
の
署
名
を
「
歌
林
朽
才
」
と
判
読
す
る
。「
才
」

字
は
「
材
」
字
と
通
行
し
歌
林
の
「
朽
ち
た
材
木
、
才
能
」
の
意
を
示
す

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
発
想
は
、無
能
の
人
を
あ
ら
わ
す
「
樗
櫟
散
木
」（「
樗

櫟
庸
材
」「
樗
櫟
之
材
」
等
）
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
「
朽
」
は
も
と
も

と
は
「
樗
」
と
い
う
文
字
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
樗
櫟
散
木
」
に
由
来
す
る
奥
書
署
名
例
に
つ
い
て
は
、
武
井
和
人
氏

の
論（

（
（

に
詳
し
い
。
武
井
氏
に
よ
れ
ば
、
同
語
を
源
と
す
る
署
名
に
は
、
次

の
二
種
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ
も
一
条
兼
良
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
。

「
詞
林
樗
散
」

　
　

�

伝
藤
原
藤
房
筆
本
『
伊
勢
物
語
』（
古
典
文
庫　

一
九
九
八
年
）

　
　
　
　

�

蓬
左
文
庫
蔵
『
玉
吟
集
』・
天
理
図
書
館
蔵
『
玉
吟
集
』・
樋
口

芳
麻
呂
蔵
『
玉
吟
集
』

「
歌
林
樗
散
藤
原
朝
臣
易
直
」

　
　

陽
明
文
庫
蔵
『
清
輔
袋
双
紙
』（
外
題
『
初
学
百
首
』
部
分
）

加
え
て
、兼
良
に
は
「
柿
下
庸
材
」（
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
長
秋
詠
藻
』）

の
署
名
例
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
柿
本
庸
材
抄
』
は
兼
良
聞
書
を
息
曼
殊

院
良
鎮
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、『
袋
草
紙
』
に
は
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
の
、『
伊

勢
物
語
』
と
『
長
秋
詠
藻
』
に
は
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
の
書
写
、
校

合
の
年
次
が
記
さ
れ
る
。

「
歌
林
朽
（
樗
）
才
」
に
つ
い
て
は
他
例
未
見
な
が
ら
、
嘉
吉
二
、三
年

ご
ろ
、
活
発
な
書
写
活
動
を
行
っ
て
い
た
兼
良
が
用
い
た
署
名
に
類
似
す

る
こ
と
を
根
拠
と
す
れ
ば
、
岩
崎
文
庫
本
『
恵
慶
集
』
の
親
本
も
同
じ
時

期
に
一
条
兼
良
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
上
し

よ
う
。
ま
た
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
親
本
た
る
「
或
貴
所
御
本
」
は
、
当
時

の
兼
良
の
周
辺
の
「
貴
所
」
に
蔵
さ
れ
た
本
と
考
え
得
る
こ
と
と
な
る
が
、

後
考
を
俟
ち
た
い（

（
（

。

熊
本
著
書
の
刊
行
後
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
十
七
巻
『
平
安
私
家
集

四
』（
朝
日
新
聞
社　

一
九
九
六
年
）、
同
六
十
七
巻
『
資
経
本
私
家
集

三
』（
同　

二
〇
〇
三
年
）
に
二
種
の
『
恵
慶
集
』
が
、
各
々
、
田
中
登

氏
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
に
よ
る
解
題
と
と
も
に
所
収
さ
れ
た
。
ま
た
川
村
晃

生
氏
・
松
本
真
奈
美
氏
『
恵
慶
集
注
釈
』（
貴
重
本
刊
行
会　

二
〇
〇
六
年
、

以
下
『
注
釈
』
と
称
す
る
）、
筑
紫
平
安
文
学
会
『
恵
慶
百
首
全
釈
』（
風

間
書
房　

二
〇
〇
八
年
）
の
解
説
等
に
も
伝
本
や
本
文
系
統
に
関
す
る
言
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及
が
あ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
掲
げ
ら
れ
る
伝
本
関
係
を
示
す
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

第
一
類
（
古
本
系
・
一
冊
本
）

　
　

�

冷
泉
家
資
経
本
（
二
九
七
首
）
―
書
陵
部
本
（
一
五
〇
・
五
五
八
）

　
　

関
西
大
学
岩
崎
文
庫
本

第
二
類
（
定
家
本
系
）

　
　

上
巻
の
み�

冷
泉
家
本
（
定
家
筆
と
別
筆
に
よ
る
。
一
三
六
首
）

―
書
陵
部
本
（
五
〇
一
・
四
〇
一
）
等
多
数

　
　
　

下
巻
の
み�

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
［
越
桐
喜
代
子
氏
旧
蔵
］

本
（
冒
頭
定
家
筆
で
以
下
別
筆
、
前
田
家
旧
蔵
本
、

尊
経
閣
叢
刊
複
製
（
一
九
三
五
年
）
有
。
一
五
六
首
）

の
み

最
善
本
と
さ
れ
る
の
は
、
第
二
類
本
に
は
存
し
な
い
十
六
首
を
含
む
第

一
類
本
の
資
経
本
（
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
書
写
）
だ
が
、
岩
崎
文
庫

本
に
よ
り
脱
落
二
首
分
が
補
わ
れ
る
。
一
方
で
、
第
二
類
本
の
み
に
見
え

る
歌
は
上
巻
七
首
、
下
巻
二
首
の
計
九
首
あ
る
。

第
二
類
本
の
上
巻
は
定
家
監
督
書
写
本
で
こ
の
系
統
本
が
広
く
流
布
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
巻
は
前
田
家
旧
蔵
本
で
あ
る
金
沢
市
立
中
村
記

念
美
術
館
本
一
本
の
み
で
あ
る
。
そ
の
扉
裏
に
は
定
家
自
筆
の
識
語
が
あ

り
、
下
巻
の
書
写
が
先
行
し
上
下
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
親
本
を
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る（

（
（

。

こ
の
下
巻
本
文
が
第
一
類
本
に
近
似
す
る
こ
と
は
熊
本
著
書
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
注
釈
』
は
「
内
容
面
か
ら
本
文
系
統
を
二
つ
に

分
か
ち
得
る
の
は
上
巻
の
部
分
だ
け
」
と
明
言
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
上
巻

も
配
列
は
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
り
、『
注
釈
』
が
「
第
一
類
本
と
第
二

類
本
の
間
に
は
若
干
の
歌
の
出
入
り
が
あ
り
、
原
本
の
形
態
と
本
文
と
を

よ
り
忠
実
に
伝
え
て
い
る
の
は
第
一
類
本
の
方
で
は
あ
る
が
、『
恵
慶
集
』

の
現
存
諸
本
は
す
べ
て
同
一
祖
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
」
と
述
べ
る
通
り

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
本
系
、
定
家
本
系
と
い
う
対
立
軸
を
は
ず
し
た
今

日
的
な
分
類
は
次
の
通
り
と
な
る
。
諸
本
は
大
き
く
は
同
一
系
統
と
み
な

さ
れ
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
各
々
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

Ⅰ
冷
泉
家
資
経
本

　

関
西
大
学
岩
崎
文
庫
本

　

下
巻
の
み�

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
［
越
桐
喜
代
子
氏
旧
蔵
］
本

Ⅱ
上
巻
の
み�

冷
泉
家
本

　

さ
て
そ
の
本
文
で
あ
る
が
、
既
に
熊
本
著
書
が
詞
書
、
和
歌
の
出
入
や

他
集
と
の
比
較
、
三
七
、五
九
、一
三
八
の
よ
う
に
資
経
本
に
「
本
マ
ゝ
」

の
付
さ
れ
る
箇
所
等
を
論
じ
て
い
る
。

熊
本
著
書
が
特
に
と
り
あ
げ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
幾
つ
か
記
せ
ば
、
萩
谷

朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
増
補
新
訂
一
』（
同
朋
舎
出
版　

一
九
九
五
年
）
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六
九
「
某
年
九
月
五
日
［
河
原
院
］
紅
葉
合
」
に
も
所
収
さ
れ
る
歌
合（

（1
（

の

歌
題
を
、
資
経
本
は
「
た
ひ
の
か
り　

よ
る
の
あ
ら
し　

あ
れ
た
る
や
と

　

く
さ
む
ら
の
む
し　

ふ
か
き
あ
き
」
と
す
る
の
に
対
し
て
岩
崎
文
庫
本

は「
い
は
ゐ　

旅
の
か
り　

夜
の
嵐　

深
秋　

あ
れ
た
る
宿　

草
村
の
虫
」

と
す
る（

（1
（

こ
と
や
、
一
六
七
、一
七
四
に
見
え
る
人
名
表
記
を
、
資
経
本
は

い
ず
れ
も
「
の
ふ
ま
さ
」、
岩
崎
文
庫
本
は
「
の
り
ま
さ
」「
の
ふ
ま
さ
」、

中
村
美
術
館
本
は
「
の
り
ま
さ
（
補
入
）」「
の
り
ま
さ
」
と
す
る
こ
と
等

が
あ
る（

（1
（

。

　

上
巻
の
異
同
に
つ
い
て
例
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
資
経
本
―
岩
崎
文
庫

本
岩
・
冷
泉
家
本
冷
の
間
で
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

三
八　

�

な
き
ぬ
や
と
、
け
さ
そ
き
ゝ
つ
る
―
な
き
ぬ
と
て
、
け
さ
そ
な

き
つ
る
岩
・
な
き
ぬ
や
と
、
こ
ゑ
そ
き
ゝ
つ
る
冷

六
一　

あ
か
か
り
し
―
あ
さ
さ
り
し
岩
・
冷

八
〇　

�

あ
さ
た
つ
き
し
の
、
け
ふ
み
つ
る
か
な
―
あ
さ
た
つ
き
し
の
、

み
つ
る
け
ふ
か
な
岩
・
秋
た
つ
し
か
の
、
見
つ
る
け
さ
哉
冷

下
巻
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
中
村
美
術
館
本
は
末
尾
増
補
歌
二
九
六
、二
九
七

を
欠
く
の
に
対
し
て
、
岩
崎
文
庫
本
は
こ
の
二
首
を
有
し
さ
ら
に
独
自
歌

三
首
を
付
載
す
る（

（1
（

と
い
う
違
い
が
あ
る
。
両
者
の
本
文
は
一
致
す
る
場
合

も
見
ら
れ
、
岩
崎
文
庫
本
は
定
家
の
時
代
に
既
に
あ
っ
た
本
文
の
か
た
ち

を
伝
え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
き
く
は
、
岩
崎
文
庫
本
・

中
村
美
術
館
本
と
資
経
本
に
わ
か
た
れ
る
こ
と
と
な
る
。
資
経
本
―
岩
崎

文
庫
本
岩
・
中
村
美
術
館
本
中
の
順
で
異
同
例
を
幾
つ
か
示
す
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

一
八
九　

は
る
の
ひ
―�

な
つ
の
ひ
岩
・
夏
の
ひ
中

二
〇
〇　

�

い
も
か
た
も
と
に
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
―
い
も
か
た
も
と
の
う

つ
り
か
そ
す
る
岩
・
中

二
一
九　

�

い
こ
ま
の
や
ま
の
ま
き
の
は
も
―
い
こ
ま
の
や
ま
の
も
み
ち

は
も
岩
・
と
き
は
の
や
ま
の
時
は
き
も
中

以
上
の
よ
う
な
現
況
に
お
い
て
、
独
自
歌
と
独
自
異
同
を
有
す
る
岩
崎

文
庫
本
は
、
資
経
本
と
直
結
す
る
書
承
関
係
の
な
い
古
態
を
伝
え
る
重
要

な
伝
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
指
摘
さ
れ
る
一
、二
字
の
欠
字
は
、
親

本
の
虫
損
箇
所
を
空
白
と
し
て
残
し
た
こ
と
に
発
し
て
い
る
と
見
る
べ
き

で
、
こ
れ
も
い
わ
ば
古
態
を
忠
実
に
留
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

二
本
節
で
は
岩
崎
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
書
籍
の
中
か
ら
当
該
『
恵
慶
集
』
に

か
か
わ
る
記
載
を
紹
介
し
た
い
。

前
述
の
通
り
岩
崎
文
庫
に
は
往
事
の
蔵
書
目
録
『
杠
園
書
目
録
』
が
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
中
で
当
該
『
恵
慶
集
』
は
歌
集
ば
か
り
を
納
め
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る
「
廿
三
番
」
函
の
項
（
九
ウ
、
一
〇
オ
）
に
記
さ
れ
る
。
集
名
に
は
す

べ
て
上
部
に
丸
印
、
右
肩
に
合
点
が
付
さ
れ
、「
⃝
万
葉
集　

拾
ゝ（

冊
）」

か

ら
始
ま
り
、「
⃝
恵
慶
集　

一
ゝ
」、以
下
、『
道
命
法
師
集
』『
行
宗
集
』『
相

模
集
』『
大
中
臣
輔
親
集
』『
林
下
集
』『
風
情
集
』『
忠
盛
集
』『
馬
内
侍
集
』

『
為
頼
集
』
と
連
続
す
る
十
冊
の
私
家
集
が
記
さ
れ
る
。
記
載
は
こ
の
後
、

「
⃝
月
詣
和
哥
集　

四
ゝ
」「
⃝
六
条
家
二
代
和
哥
集　

三
ゝ
」
で
終
わ
る
。

他
函
に
も
私
家
集
は
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
十
冊
本
は
そ
れ

ら
と
は
区
別
し
一
括
り
の
も
の
と
し
て
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

（1
（

。

　

ま
た
岩
崎
文
庫
所
収
『
藤
門
雑
記
』
十
七
（
LI
二
／
九
一
一
・
二
〇
四

／
I
二
）
に
は
六
二
「
諸
集
抄
書
」、
六
三
「
古
哥
抄
」
と
い
う
、
美
隆

自
筆
の
歌
集
抄
出
書
が
二
点
あ
る
。

い
ず
れ
も
出
典
を
示
し
て
抜
書
す

る
形
式
で
、
部
類
は
さ
れ
な
い
が
、

前
者
に
は
恋
、
哀
傷
等
、
共
通
す
る

主
題
が
読
み
取
れ
る
配
列
の
箇
所

も
あ
る
。
こ
の
二
点
に
は『
恵
慶
集
』

は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
当
該
私
家

集
群
か
ら
の
連
続
し
た
抄
出
が
確

認
で
き
、
か
つ
て
「
廿
三
番
」
函
に

納
め
ら
れ
て
い
た
私
家
集
群
は
、
単

\
\

\
\

に
所
蔵
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
抄
出
歌
集
の
原
拠
と
し
て
美
隆
に
よ
り
用
い

ら
れ
、
例
え
ば
、
六
三
に
「
コ
ノ
哥
ト
モ
拾
遺
集
考
合
す
べ
し
」「
コ
ノ

哥
ノ
端
書
キ
コ
エ
カ
タ
シ
群
書
類
従
本
モ
如
此
」
等
の
注
文
が
残
る
よ
う

に
、
そ
の
学
び
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
各
々
の
抄
出
歌
数
を

掲
出
順
（
含
、
重
複
）
に
記
し
お
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

六
二
「
諸
集
抄
書
」

『
林
下
集
』
三
首
・『
相
模
集
』
一
首
・『
道
命
法
師
集
』
二
首
・『
忠

盛
集
』
四
首
・『
公（

マ
マ
）

重
集
』
一
首
・『
行
宗
集
』
二
首
・『
為
頼
集
』

一
首
・『
道
命
法
師
集
』
五
首
・『
忠
盛
集
』
一
首

　
　

六
三
「
古
哥
抄
」

『
林
下
集
』
六
首
・『
馬
内
侍
集
』
二
首
・『
風
情
集
』
一
七
首
・『
行

宗
集
』
五
首
・『
為
頼
集
』
一
三
首
・『
輔
親
集
』
七
首
・『
道
命

法
師
集
』
九
首
・『
忠
盛
集
』
五
首
・『
相
模
集
』
一
一
首
・『
林

下
集
』
一
〇
首

　

実
は
『
杠
園
書
目
録
』
に
記
さ
れ
る
十
集
の
う
ち
、『
恵
慶
集
』
以
外

の
九
集
に
つ
い
て
は
、
既
に
岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家
集
と
し
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
該
目
録
の
掲
載
に
よ
っ
て
、『
恵
慶
集
』
も
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
こ
こ
に
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
現
所

蔵
者
か
ら
熟
覧
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、『
恵
慶
集
』
の
装

幀
等
も
他
集
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
節
で
は
、『
恵
慶
集
』

『
杠
園
書
目
録
』
九
ウ
・
一
〇
才
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と
一
連
と
な
る
岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家
集
に
つ
い
て
述
べ
る
。

三
岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家
集
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
谷
山
茂
氏
蔵
本
で

あ
っ
た
九
集
の
私
家
集
で
、
そ
の
う
ち
『
風
情
集
』『
忠
盛
集
』
は
『
私

家
集
大
成
』中
古
Ⅱ（
明
治
書
院　

一
九
七
五
年
）の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
史
を
辿
れ
ば
、『
風
情
集
』
は
「
梢
少
将
公
重
の
風
情
集
」（
大
阪

市
立
大
学
文
学
会
『
人
文
研
究
』
八
―
一　

一
九
五
六
年
一
月
）（

（1
（

で
論
じ

ら
れ
、
ま
た
そ
の
本
文
は
、
谷
山
茂
氏
・
樋
口
芳
麻
呂
氏
『
未
刊
中
古
私

家
集
一
』（
古
典
文
庫　

一
九
六
一
年
）
の
校
合
本
と
し
て
使
用
さ
れ
解

題
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
一
方
、『
忠
盛
集
』
は
「
平
家
物
語
と
異
本
忠
盛
集
」

（
大
阪
市
立
大
学
文
学
会
『
人
文
研
究
』
六
―
六　

一
九
五
五
年
六
月
）

（
（1
（

で
論
じ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
本
文
は
、
谷
山
茂
氏
・
樋
口
芳
麻
呂
氏
『
未
刊

中
古
私
家
集
二
』（
古
典
文
庫　

一
九
六
三
年
）
で
『
平
忠
盛
集
（
異
本
）』

と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
。

こ
の
二
集
が
『
私
家
集
大
成
』
に
所
載
さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
解
題
が
谷
山
氏
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
以
下
、『
私
家
集

大
成
』
の
『
風
情
集
』
解
題
か
ら
の
引
用
（
以
下
、傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）

に
よ
り
、
そ
の
書
誌
、
伝
来
等
を
示
す
。

谷
山
本
は
表
紙
題
簽
に
「
風
情
集　

公
重
」
と
あ
り
、
二
七
・
三
㎝

×
一
八
・
五
㎝
の
楮
紙
袋
綴
、
岩
崎
美
隆
旧
蔵
集
中
の
一
冊
で
あ
る
。

こ
の
美
隆
旧
蔵
私
家
集
の
一
群
が
も
と
幾
集
か
ら
成
っ
て
い
た
か
は

知
ら
れ
な
い
が
、
現
在
谷
山
に
帰
し
て
い
る
の
は
、
馬
内
侍
集
・
為

頼
集
・
道
命
法
師
集
・
輔
親
集
・
相
模
集
・
行
宗
集
・
異
本
忠
盛
集
・

林
下
集
と
こ
の
風
情
集
で
、
み
な
同
装
同
筆
で
あ
る
（
た
だ
し
為
頼

集
の
み
は
異
筆
か
）。
集
に
よ
っ
て
は
美
隆
の
校
合
書
入
れ
な
ど
の

見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
文
は
す
べ
て
寛
文
ご
ろ
の
一
傭
筆
の

書
写
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
一
群
同
筆
の
私
家
集
の

う
ち
、
林
下
集
の
奥
に
、
本
文
と
は
異
筆
で
「
此
一
帖
橘
俊
徳
哥
也

号
林
下
集　

申
出
或
貴
方
本
以
墉
筆
書
写
重
可
遂
校
合
也　

寛
文
元
年

陽
月
初
三
日
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
寛
文
元
年
十
月
の
奥
書

を
添
え
た
人
こ
そ
が
、
も
と
も
と
こ
れ
ら
一
群
の
私
家
集
の
蒐
集
者

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
同
一
の
「
墉
筆
」（
正
し
く
は
傭
筆
）
を
し
て
、

同
じ
こ
ろ
に
林
下
集
以
外
の
各
集
（
為
頼
集
の
場
合
は
存
疑
）
を
も

書
写
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
奥
書
の
署
名
の

部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
て
、
誰
の
し
わ
ざ
と
も
知
れ
な
い
。
ま
た

美
隆
は
河
内
の
人
で
、
鈴
屋
派
の
村
田
春
門
に
師
事
し
た
が
、
ど
う

い
う
経
路
で
こ
れ
ら
の
私
家
集
を
入
手
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
。　

　

ま
た
『
忠
盛
集
』
解
題
に
は
第
二
類
異
本
系
の
歌
の
出
入
り
等
に
続
い
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て
、
そ
の
書
誌
等
が
次
の
よ
う
に
載
る
。

　
　

谷
山
本
は
、
二
七
・
三
㎝
×
一
八
・
五
㎝
、
濃
紺
表
紙
の
袋
綴
、
表
紙

左
肩
の
題
簽
に
「
忠
盛
集
」
と
外
題
。
内
題
は
な
い
。
本
文
料
紙
は

楮
紙
。
墨
付
本
文
二
八
丁
、
一
面
一
〇
行
、
歌
二
行
書
、
詞
書
二
字

下
り
。
寛
文
頃
写
岩
崎
美
隆
旧
蔵
。

『
林
下
集
』
奥
書
（
京
都
女
子
大
学
谷
山
文
庫
本
）

『
林
下
集
』
奥
書
に
「
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
陽
月
」
に
「
或
貴
方
」

が
所
蔵
す
る
本
を
人
を
雇
っ
て
「
書
写
重
可
遂
校
合
」
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
同
装
幀
の
一
群
の
私
家
集
は
同
様
に
書
写
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
年
代
か
ら
こ
れ
が
美
隆
の
関
与
し
な
い
書
写
活
動
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
、
美
隆
は
こ
れ
ら
を
い
ず
れ
か
か
ら
入
手
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
時
を
経
て
、
九
集
が
一
揃
い
の
も
の
と
し
て

一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
谷
山
氏
の
所
蔵
と
な
り（

（1
（

、
現
在
は
こ
れ
ら
の
う
ち

『
馬
内
侍
集
』
を
除
く
八
集
が
京
都
女
子
大
学
谷
山
文
庫
本
と
し
て
所
蔵

さ
れ
る
。

こ
の
『
馬
内
侍
集
』
に
つ
い
て
は
『
思
文
閣

古
書

資
料

目
録
』
一
三
六
号

（
一
九
九
三
年
九
月
）
に
見
開
き
二
面
の
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
が
、

現
在
の
所
蔵
者
は
未
詳
で
あ
る（

（1
（

。

な
お
、
谷
山
氏
に
よ
り
『
為
頼
集
』
以
外
は
同
筆
か
と
さ
れ
た
そ
の
筆

は
、『
恵
慶
集
』『
道
命
法
師
集
』『
大
中
臣
輔
親
集
』『
相
模
集
』『
行
宗
集
』

が
一
筆
、
そ
の
他
四
集
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
筆
で
、
計
五
筆
か
と
判
断
さ

れ
る
（
末
尾
図
版
参
照
）（

（2
（

。
寛
文
元
年
の
当
該
の
書
写
機
会
が
ど
れ
ほ
ど

の
規
模
で
あ
っ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
複
数
の
書
写
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
複

数
の
集
を
書
写
し
た
と
す
る
な
ら
、
相
当
数
の
私
家
集
が
書
写
さ
れ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

四　

　

従
来
の
研
究
で
は
、
個
々
に
私
家
集
研
究
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き

た
こ
れ
ら
の
集
で
あ
る
が
、
岩
崎
文
庫
本
『
恵
慶
集
』
を
加
え
、
改
め
て

私
家
集
群
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
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『
馬
内
侍
集
』
と
、
既
述
し
た
『
恵
慶
集
』
と
を
除
く
八
集
を
歌
人
の

年
代
順
に
京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
函
架
番
号
と
と
も
に
一
集
ず
つ
掲

げ
、
奥
書
等
の
書
誌
的
な
事
柄
や
本
文
系
統
に
つ
い
て
示
す
と
次
の
通
り

で
あ
る（

（2
（

。
い
ず
れ
も
表
紙
は
紺
色
無
地
、
外
題
は
貼
題
簽
（
本
文
と
は
別

筆
で
一
筆
）、
料
紙
は
楮
紙
、
袋
綴
で
歌
二
行
書
、
詞
書
二
字
下
り
、『
為

頼
集
』
を
除
き
一
〇
行
書
で
字
高
は
一
九
・
〇
～
一
九
・
五
㎝
。『
為
頼
集
』

は
一
面
八
（
九
）
行
書
で
字
高
は
二
一
・
八
㎝
。
い
ず
れ
も
「
谷
山

藏
書
」（
朱

方
印
）
が
捺
さ
れ
、
谷
山
氏
に
よ
る
書
き
込
み
の
残
る
本
や
別
紙
メ
モ
が

挟
み
こ
ま
れ
る
本
が
含
ま
れ
る
。「
続
後
撰
」
を
下
限
と
す
る
集
付
は
二

行
書
和
歌
行
間
上
方
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
朱
押
紙
は
、
仮
名
に
対
す
る
も

の
と
、
和
歌
上
方
に
付
さ
れ
る
も
の
と
の
二
種
に
分
か
れ
る
よ
う
だ
が
、

い
つ
付
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
尚
、『
忠
盛
集
』
後
表
紙
と
『
公

重
集
』
前
表
紙
に
は
連
続
す
る
水
濡
れ
の
痕
跡
と
こ
れ
に
伴
う
破
損
が
あ

り
、
重
ね
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
以
下
、『
恵
慶
集
』
本

文
と
同
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
集
に
は
集
名
の
上
に
●
を
付
し
た
（
末

尾
図
版
も
同
）。

○
為
頼
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
七
三
）　

二
七
・
四
×
一
八
・
七
㎝

　

�

外
題　

為
頼
集　
　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

二
〇
丁　
　

遊
紙　

前

後
と
も
ナ
シ　
　

朱
押
紙
、
集
付
（
拾
遺
・
後
拾
・
千
載
・
新
古
・
続

後
）ア
リ　
　

本
文
と
同
筆
の
書
き
入
れ
と
、美
隆
に
よ
る「
羊
」（「
群
」

の
略
字
）
を
付
す
書
き
入
れ
及
び
頭
書
ア
リ　
　

総
歌
数　

八
四
首

奥
書
等　

ナ
シ

冒
頭
か
ら
三
詞
書
途
中
ま
で
（
半
丁
一
面
分
か
）
の
本
文
を
欠
く
が
、「
羊

（
群
）
書
類
従
左
ノ
ゴ
ト
シ
」
と
し
て
内
題
以
後
の
欠
脱
部
分
を
美
隆
筆

で
補
う
。
補
筆
の
二
首
を
除
く
と
全
八
四
首
。
現
存
諸
本
は
同
一
系
統
で

伝
本
数
は
少
な
い
。
資
経
本
と
同
系
統
で
あ
る
三
手
文
庫
本
と
字
母
、
改

行
位
置
を
含
め
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
二
二
、三
二
等
に
小
異
が
あ

る
。
真
観
本
（
零
本
）
に
一
致
す
る
異
同
箇
所
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
本

文
で
あ
る
。

参
考
：
筑
紫
平
安
文
学
会
『
為
頼
集
全
釈
』（
風
間
書
房　

一
九
九
四
年
）

●
道
命
法
師
集
（（
〇
九
〇
・
Ta
八
八・四
八
七
）　

二
七・四
×
一
八・七
㎝

外
題　

道
命
法
師
集　
　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

五
四
丁　
　

遊
紙　

前
ナ
シ
後
一
丁　
　

朱
押
紙
、
集
付
（
後
・
新
古
今
・
万
代
）
ア
リ　
　

総
歌
数　

三
一
六
首

　

奥
書
等　
「
道
命
集
／
本
云
治
承
四
年
二
月
十
七
日
自
筆
写
了
」

現
存
す
る
写
本
は
稀
で
諸
本
は
冷
泉
家
承
空
本
と
同
系
統
。
当
該
本
に
つ

い
て
は
『
私
家
集
大
成
』
解
題
に
言
及
が
あ
り
、
承
空
本
と
比
較
す
る

と
、
一
〇
七
下
句
、
一
三
五
と
一
三
六
の
間
に
詞
書
と
歌
一
首
、
二
〇
三

詞
書
の
冒
頭
、
二
四
四
の
詞
書
と
歌
の
間
に
歌
一
首
と
詞
書
が
補
わ
れ
、

三
一
三
は
連
歌
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
欠
脱
箇
所
は
同
解
題
の
記
載
に
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誤
り
が
あ
り
、
正
し
く
は
、「
一
四
六
詞
書
、
一
五
五
歌
～
一
五
七
歌
、

二
三
四
詞
書
・
歌
、
二
四
九
歌
、
二
九
九
歌
、
三
〇
七
詞
書
」
と
な
る
。

承
空
本
の
巻
末
追
加
歌
、
建
仁
奥
書
等
は
な
く
、
本
文
異
同
多
数
。
他
例

の
な
い
治
承
奥
書
が
あ
る
。

参
考
：
柏
木
由
夫
氏
「
道
命
阿
闍
梨
集
注
釈
」（
一
）
〜
（
九
）（『
大
妻
女
子
大

学
紀
要
（
文
系
）』
四
三
〜
五
一　

二
〇
一
一
年
三
月
〜
二
〇
一
九
年
三
月
、
連

載
中
）
が
対
校
本
と
し
て
使
用
。

●�

大
中
臣
輔
親
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
七
四
）　

二
七
・
三
×
一
八
・
七

㎝外
題　

大
中
臣
輔
親
集　
　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

四
四
丁　
　

遊

紙　

前
後
と
も
ナ
シ　
　

集
付
（
後
・
拾
・
後
拾
・
新
古
）
ア
リ　
　

総
歌
数　

二
一
〇
首

奥
書
等　

ナ
シ　

本
文
は
書
陵
部
一
五
四
・
五
四
九
本
と
同
じ
第
一
類
。
た
だ
し
同
本
の
異

文
注
記
を
本
文
と
す
る
箇
所
が
多
数
あ
る
。
八
〇
番
歌
の
注
記
「
自
此
奥

以
他
本
書
続
之
」
を
欠
く
が
二
〇
二
番
歌
後
の
「
百
十
三
首
」
と
い
う
歌

数
表
示
は
あ
る
。
五
四
番
歌
詞
書
に
付
さ
れ
た
群
書
類
従
本
と
の
異
同
は

美
隆
の
筆
。

●
相
模
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
七
五
）　

二
七
・
二
×
一
八
・
六
㎝　

外
題　

相
模
集　
　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

九
〇
丁　
　

遊
紙　

前

ナ
シ　

後
一
丁　
　

朱
押
紙
、集
付（
後（
拾
遺
）・
金
・
詞
花
・
新
古（
今
）・

（
新
）
勅
・
続
後
撰
・
続
拾
遺
）
ア
リ　
　

総
歌
数　

五
九
七
首

　

奥
書
等　

ナ
シ
、
他
本
歌
二
首
と
勘
物
を
記
し
「
一
校
了
」
と
す
る
。

本
文
は
浅
野
家
本
の
系
統
の
う
ち
書
陵
部
B
本
に
親
近
す
る
。末
尾
に「
他

本
哥
小
相
公
本
也
」
と
し
て
二
首
を
記
し
相
模
と
公
資
の
勘
物
を
載
せ
る

こ
と
に
加
え
て
、
重
複
歌
の
整
理
、
連
句
の
一
句
追
加
、
二
九
五
左
注
の

記
載
等
が
あ
る
。

参
考
：
武
内
は
る
恵
氏
等
『
相
模
集
全
釈
』（
風
間
書
房　

一
九
九
一
年
）

●
行
宗
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
八
八
）　

二
七
・
三
×
一
八
・
八
㎝

外
題　

行
宗
集　
又
源
大
府
卿
集　
　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

五
九
丁

　
　

遊
紙　

前
後
と
も
ナ
シ　
　
　

朱
押
紙
、
集
付
（
金
・
新
古
・
新

勅
・
続
後
）
ア
リ　
　

総
歌
数　

三
六
七
首

　

奥
書
等　

ナ
シ

現
存
諸
本
は
す
べ
て
同
一
系
統
。
冷
泉
家
本
と
比
較
す
る
と
イ
本
注
記
を

本
文
と
す
る
場
合
が
あ
る
他
、
一
四
六
詞
書
・
歌
、
二
一
七
詞
書
・
歌
、

二
七
二
詞
書
を
欠
き
、
二
八
四
・
二
八
五
の
順
が
入
れ
替
わ
る
。
ま
た
冷

泉
家
本
で
補
入
す
る
一
八
二
歌
は
本
文
と
し
て
存
す
る
。

参
考
：
久
保
木
秀
夫
氏
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性
―
『
行
宗
集
』

第
二
種
本
・
奥
書
解
読
―
」（『
中
世
近
世
の
禁
裏
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
―
調

査
研
究
報
告
Ⅱ
（
平
成
一
八
年
度
）』　

二
〇
〇
七
年
三
月
）
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○
忠
盛
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
八
一
）　

二
七
・
三
×
一
八
・
五
㎝

外
題　

忠
盛
集　
　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

二
八
丁　
　

遊
紙　

前

ナ
シ　

後
一
丁　
　
　

朱
押
紙
、
集
付
（
新
古
・
続
後
）
ア
リ　
　

総

歌
数　

一
九
〇
首

　

奥
書
等　

ナ
シ　
　
　
　

既
述
し
た
通
り
、『
私
家
集
大
成
』
忠
盛
Ⅱ
底
本
。
古
典
文
庫
『
未
刊
中

古
私
家
集
二
』
所
収
。
同
系
本
は
他
に
日
大
本
の
み
で
、
日
大
本
は
谷
山

文
庫
本
の
一
六
九
～
一
七
一
、
巻
末
の
一
八
首
を
欠
く
古
態
と
さ
れ
る（

（2
（

。

参
考
：
犬
井
善
壽
氏
「『
平
忠
盛
集
』
本
文
考
」（『
文
藝
言
語
研
究　

文
藝
篇
』

四　

一
九
八
〇
年
三
月
）

○
風
情
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
六
〇
七
）　

二
七
・
三
×
一
八
・
五
㎝

外
題　
〔
風
情
〕
集　
公
重
（「
風
情
」
部
分
は
破
損
）　　

内
題　

ナ
シ　
　

墨
付　

九
〇
丁　
　

遊
紙　

前
後
と
も
ナ
シ　
　

朱
押
紙
ア
リ　
　

総

歌
数　

六
三
三
首

　

�

奥
書
等　

�「
保
元
々
年
之
比
頻
聞
万
人
之
／
慶
賀
独
愁
一
身
之
沈
淪
／

矣
」

既
述
し
た
通
り
、『
私
家
集
大
成
』
底
本
。
虫
損
箇
所
が
多
い
。
他
に
古

典
文
庫
『
未
刊
中
古
私
家
集
一
』
所
収
の
佐
佐
木
信
綱
氏
旧
蔵
（
天
理
図

書
館
現
蔵
）
本
が
あ
る
の
み（

（2
（

。

○
林
下
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
八
九
）　

二
七
・
四
×
一
八
・
六
㎝

�

外
題　

林
下
集　
上
下　
　

内
題　

林
下
集
上
四
季
部　

林
下
集
恋
哀

傷
雑　
　

墨
付　

六
五
丁
（
上
三
二
丁
分
、
下
三
三
丁
分
）　　

遊

紙　

前
後
と
も
ナ
シ
、
上
下
の
間
に
白
紙
一
丁
ア
リ　
　

朱
押
紙
ア
リ　
　

合
点
ア
リ
（
千
載
集
入
集
歌
）　　
　

総
歌
数　

三
七
九
首

　

�

奥
書
等　

�「
此
一
帖
橘
俊
徳
哥
也
号
林
下
集
／
申
出
或
貴
方
本
以
墉
筆
／

書
写
重
可
遂
校
合
也
／
寛
文
元
年
陽
月
初
三
日
」（
署
名
部

分
、
切
り
取
り
か
）

現
存
諸
本
は
す
べ
て
同
一
系
統
。
慶
應
本
と
漢
字
仮
名
の
用
字
が
近
く
、

二
八
七
、二
八
八
の
欠
脱
状
況
や
他
本
に
存
す
る
大
永
奥
書
が
な
い
点
も

一
致
す
る
が
、四
五
の
衍
文
に
よ
る
重
出
歌
は
な
い
。一
、二
字
の
脱
落
等
、

小
異
が
あ
る
他
、
二
七
一
歌
の
下
句
を
欠
く
が
、
慶
應
本
の
脱
字
を
補
う

場
合
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
風
情
集
』『
忠
盛
集
』
が
極
め
て
稀
な
本
で
あ
る
こ

と
に
加
え
て
、
冷
泉
家
本
と
同
系
な
が
ら
異
同
が
多
数
あ
り
伝
来
は
別
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
恵
慶
集
』『
道
命
法
師
集
』『
行
宗
集
』
を
含
み
、

こ
れ
ら
が
研
究
上
、
貴
重
な
私
家
集
群
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
寛

文
書
写
奥
書
に
い
う
「
或
貴
方
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た

の
か
、
ま
た
他
に
書
写
さ
れ
た
私
家
集
は
な
か
っ
た
の
か
、『
為
頼
集
』

の
み
本
文
書
式
が
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
等
、
疑
問
は
多
く
残
る
が
、
江
戸
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期
前
半
に
行
わ
れ
た
私
家
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
写
活
動
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
次
節
で
は
私
家
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
時
の
研

究
動
向
と
照
ら
し
、
考
察
を
加
え
た
い
。

五

　

当
該
私
家
集
群
の
書
写
時
の
全
容
は
不
明
な
が
ら
、
書
写
時
か
ら

一
五
〇
年
以
上
を
経
て
岩
崎
美
隆
の
蔵
書
と
な
っ
た
と
き
に
は
十
集
で

あ
っ
た
。
稀
少
な
『
風
情
集
』『
忠
盛
集
』
等
を
含
む
と
は
い
え
、
こ
の

十
集
は
平
安
中
期
か
ら
末
期
に
至
る
、
群
小
歌
人
を
含
む
私
家
集
群
で
あ

る
。
あ
え
て
こ
の
十
集
だ
け
を
選
ん
で
書
写
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、

多
く
の
私
家
集
中
か
ら
残
っ
た
の
が
こ
の
十
集
で
あ
っ
た
、
と
い
う
考
え

方
の
方
が
自
然
に
思
わ
れ
る
。

作
者
の
身
分
階
級
別
に
十
集
を
分
類
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。
僧
、

女
房
を
含
む
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
元
々
は
私
家
集
作
者
の
身
分
分

類
の
各
層
を
集
め
た
大
部
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
の
で
な
か
ろ
う

か
。

左
大
臣
―
『
林
下
集
』

従
二
位
―
『
大
中
臣
輔
親
集
』・
従
三
位
―
『
行
宗
集
』・
従
四
位
太

皇
太
后
宮
大
進
―
『
為
頼
集
』・
四
位
刑
部
卿
―
『
忠
盛
集
』・
四
位

少
将
―
『
風
情
集
』

僧
―
『
恵
慶
集
』『
道
命
法
師
集
』　　
　

女
房
―
『
相
模
集
』『
馬
内
侍
集
』　

　

こ
の
う
ち
『
風
情
集
』
は
現
在
二
本
が
確
認
さ
れ
る
の
み
の
私
家
集
で
、

『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
や
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
官
庫
歌
書
目
録
』「
春
御
擔

子
」（

（2
（

等
、
近
世
の
禁
裏
関
係
の
歌
書
目
録
に
は
そ
の
書
名
が
見
え
な
い
。

し
か
し
柳
原
紀
光
編
『
砂
巖
』
に
載
る
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
に
は
そ
の

名
を
留
め
る
。ま
た
将
軍
義
尚
が
同
目
録
に
載
る
私
家
集
を
活
用
し
て『
室

町
殿
打
聞
』
の
た
め
の
撰
歌
作
業
を
行
っ
た
こ
と
に
か
か
わ
る
記
事
を
載

せ
る
『
十
輪
院
内
府
記
』
の
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
八
月
十
六
日
条

に
は
「
公
重

号
梢
少
将

風
情
集

」
と
掲
げ
ら
れ
、
他
私
家
集
と
と
も
に
撰
集
資
料
と
さ

れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
中
世
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
『
風
情
集
』
は
、
近

世
に
お
い
て
、
禁
裏
に
所
蔵
さ
れ
た
痕
跡
が
窺
え
な
い
集
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
十
集
の
う
ち
、『
風
情
集
』
に
加
え
『
大
中
臣

輔
親
集
』
か
ら
『
忠
盛
集
』
ま
で
、
従
二
位
以
下
の
男
性
官
人
の
五
集
全

て
が
こ
の
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
同
目
録
及
び

伏
見
院
周
辺
の
書
写
活
動
等
に
つ
い
て
は
小
川
剛
生
氏
「「
伏
見
殿
家
集
」

を
め
ぐ
る
問
題
」「
伏
見
院
の
私
家
集
蒐
集
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究　

撰
歌
と
歌
人
社
会
』
塙
書
房　

二
〇
一
七
年
、
第
八
・
九
章
）（

（2
（

が
詳
論
す
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る
と
こ
ろ
で
、
以
下
の
本
稿
で
も
そ
の
学
恩
を
忝
く
す
る
。

小
川
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
前
期
ま
で
の
私
家
集
六
十
五

種
を
載
せ
る
「
伏
見
殿
家
集
目
録
」
は
「
光
厳
院
か
ら
嫡
流
伏
見
宮
に
伝

わ
っ
た
、持
明
院
統
朝
廷
の
私
家
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
三
櫃
の
う
ち
の
「
家

集
中
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
そ
の
配
列
は
上
中
下
で
神
仏
・
帝
王
か
ら

僧
・
女
房
ま
で
作
者
階
層
別
で
、「
家
集
中
」
に
は
中
納
言
か
ら
六
位
ま

で
が
記
さ
れ
る
。「
伏
見
院
本
私
家
集
」（
仮
称
）
は
伏
見
院
宸
筆
を
核
と

す
る
家
集
群
で
、
足
利
義
尚
に
よ
る
私
撰
集
『
室
町
殿
打
聞
』
の
編
纂
の

際
に
活
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
実
際
に
現
存
伝
本
や
古
筆
切
の
中
に
こ

の
系
統
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
三
手
文
庫
今
井
似
閑
奉
納
本
の

『
千
穎
集
』『
安
法
法
師
集
』『
権
大
納
言
典
侍
集
』『
家
経
朝
臣
集
』『
親

隆
集
』『
為
頼
朝
臣
集
』『
藤
原
相
如
集
』
の
七
集
は
い
ず
れ
も
同
装
幀
で

書
誌
的
特
徴
が
同
一
、
筆
蹟
は
複
数
な
が
ら
同
環
境
、
同
時
期
に
書
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
三
手
文
庫
本『
千
穎
集
』『
安
法
法
師
集
』

は
資
経
本
と
は
別
系
統
、『
家
経
朝
臣
集
』『
為
頼
朝
臣
集
』
も
真
観
本
に

近
い
が
冷
泉
家
本
と
の
書
承
関
係
は
な
く
、
伏
見
院
本
私
家
集
に
は
、
さ

ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
が
冷
泉
家
本
に
対
し
て
独
立
的
で
あ
る
と
い
う
共
通

点
が
あ
り
、「
伏
見
院
本
私
家
集
は
、半
丁
一
〇
行
書
、和
歌
一
首
二
行
書
、

詞
書
二
字
下
げ
、
和
歌
行
間
上
方
に
墨
で
集
付
を
付
し
、
字
高
は
一
八
～

一
九
㎝
、
列
帖
装
の
四
半
本
で
あ
っ
た
と
推
定
」
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
小
川
氏
の
見
解
を
参
考
に
す
れ
ば
、
岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家

集
も
ま
た
三
手
文
庫
本
と
同
様
に
伏
見
院
本
私
家
集
に
連
な
る
も
の
か
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
考
証
は
個
々
の
私
家
集
の
研
究

の
深
化
と
合
わ
せ
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

関
西
大
学
岩
崎
美
隆
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
恵
慶
集
』
の
検
討
か
ら
開
始

し
た
本
稿
は
、岩
崎
美
隆
が
か
つ
て
蔵
し
た
私
家
集
群
の
個
々
の
本
文
が
、

私
家
集
研
究
上
、
一
定
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
私
家
集
「
群
」
と
い
う
視
座
か
ら
、
寛
文
期
か
と
想
定

さ
れ
る
そ
れ
ら
の
書
写
活
動
の
周
辺
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』（
朝
日
新
聞
社
）
全
百
巻
の
刊
行
に
よ
り
、
私

家
集
研
究
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
冷
泉
家
に
は
私
家
集
毎
に
複
数
の

系
統
の
伝
本
が
蔵
さ
れ
る
。
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
結
果
、
処
々
に
蔵

さ
れ
る
私
家
集
の
伝
本
の
多
く
が
冷
泉
家
に
蔵
さ
れ
る
資
経
本
、真
観
本
、

承
空
本
等
の
同
系
本
と
し
て
連
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。今
後
は
、

冷
泉
家
本
と
は
別
系
の
本
文
に
着
目
し
研
究
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
三
手
文
庫
本
が
独
立
し
た
系
統
を
も
つ

本
を
含
む
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家
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集
も
一
群
の
私
家
集
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。	

図
版

●
『
恵
慶
集
』
表
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
『
為
頼
集
』　

表
紙　
　
　
　
　
　

冒
頭

●
『
道
命
法
師
集
』　

表
紙　
　
　
　

冒
頭

冒
頭
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●
『
大
中
臣
輔
親
集
』　

表
紙　
　
　

 

冒
頭

●
『
相
模
集
』　

表
紙　
　
　
　
　
　

冒
頭

●
『
行
宗
集
』　

表
紙　
　
　
　
　
　

冒
頭

○
『
忠
盛
集
』　

表
紙　
　
　
　
　

 

冒
頭
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○
『
風
情
集
』　

表
紙　
　
　
　
　

 

冒
頭

○
『
林
下
集
』　

表
紙　
　
　
　
　

 

冒
頭

注（
1
）　

関
西
大
学
図
書
館
報
『
籍
苑
』
第
二
〇
号
（
一
九
八
五
年
四
月
）

に
掲
載
さ
れ
る
石
尾
芳
久
氏
の
文
章
よ
り
引
用
。

（
2
）　

こ
の
他
、『
杠
園
詠
草
』（
土
橋
眞
吉
校
訂　

一
九
一
六
年
）
に
載

る
「
岩
崎
美
隆
先
生
傳
」
に
は
家
系
や
交
遊
に
つ
い
て
も
述
べ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。

（
3
）　

俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
関
西
大
学
図
書
館
蔵 

俊
秘
抄
』（
和
泉
書

院 

二
〇
〇
二
年
）。

（
4
）　

曽
根
誠
一
氏
「
小
沢
蘆
庵
の
家
集
収
集
と
入
江
昌
喜
（
三
）
―

『
散
木
棄
歌
集
』
の
検
討
（
上
）」（『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
三
五　

二
〇
〇
七
年
一
二
月
）、
同
氏
「
小
沢
蘆
庵
の
家
集
収
集
と
入
江
昌
喜

（
三
）
―
『
散
木
棄
歌
集
』
の
検
討
（
下
）」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論

究
』
三
六　

二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
参
照
。

（
5
）　

所
収
論
文
の
初
出
は
「
図
書
寮
本
恵
慶
集
（
五
〇
一
―

四
〇
一
）

に
つ
い
て
―
定
家
自
筆
本
の
原
型
」（『
国
文
学
攷
』
三
二　

一
九
六
三

年
一
一
月
）、「
古
本
系
統
の
恵
慶
集
に
つ
い
て
―
関
西
大
学
蔵
（
岩
崎

美
隆
文
庫
）
本
と
書
陵
部
蔵
（
図
書
寮
一
五
〇
―

五
五
八
）
本
」（『
国

語
国
文
』
三
五
―

八　

一
九
六
六
年
八
月
）
等
。

（
6
）　
「
伝
藤
原
藤
房
筆
本
『
伊
勢
物
語
』
攷
―
奥
書
・
勘
注
を
め
ぐ
っ

て
―
」『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究　

増
訂
版
』（
二
〇
〇
〇
年　

お
う
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ふ
う
）
の
《
追
補
》
部
分
。

（
7
）　
「
或
貴
所
御
本
」
と
い
う
表
現
は
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
躬
恒
集
』
の

建
長
四
年
真
観
奥
書
、同
『
範
永
集
』
の
建
長
六
年
真
観
奥
書
に
見
え
、

福
田
秀
一
氏
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』（
角
川
書
店　

一
九
七
二
年
）

に
は
「（
九
条
）
基
家
所
持
本
が
当
時
少
く
と
も
一
部
で
は
「
或
貴
所

御
本
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
」（
一
四
一
頁
）
と
あ
る
こ
と
を

小
川
剛
生
氏
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。

（
8
）　

識
語
は
次
の
通
り
。「
此
集
若
有
上
下
巻
歟
先
年
所
／
持
其
集
有

他
哥
此
草
子
不
見
／
猶
可
尋
之
」「
此
集
家
本
依
引
失
随
借
出
令
書
写

之
処
／
名
哥
多
不
見
成
哥
又
借
求
之
処
已
候
／
半
分
也
仍
所
書
加
端

也
」。
そ
の
事
情
は
前
出
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
四
』

解
題
に
詳
し
い
。

（
9
）　

資
経
本
を
元
に
Ⅰ
の
三
本
の
歌
の
出
入
り
を
勘
案
す
る
と
、
総
体

は
三
〇
六
首
程
度
で
あ
っ
た
か
。
尚
、
Ⅱ
冷
泉
本
は
、
冒
頭
の
配
列
異

同
や
合
理
的
に
本
文
を
整
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
Ⅰ
系
統
を
遡

及
す
る
本
文
で
は
な
い
。

（
10
）　
『
百
人
一
首
』
歌
と
し
て
も
著
名
な
一
〇
一
歌
「
や
へ
む
く
ら
し

け
（
一
字
分
空
白
）
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に
人
こ
そ
見
え
ね
秋
は
き
に
け

り
」
の
詠
作
機
会
と
し
て
知
ら
れ
、
歌
合
で
は
な
く
歌
会
か
と
も
さ
れ

る
。

（
11
）　

冷
泉
家
本
は
当
該
箇
所
を
欠
脱
す
る
。

（
12
）　

人
物
考
証
に
つ
い
て
は
『
注
釈
』、
福
田
智
子
氏
『
平
安
中
期
私

家
集
論
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
こ
こ
で
は
資
経
本
と

中
村
美
術
館
本
が
対
立
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
岩
崎
文
庫
本
表
記
が

中
間
的
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。

（
13
）　

岩
崎
文
庫
本
の
み
奥
書
の
前
に
歌
語
り
的
な
詞
書
を
伴
う
和
歌
三

首
を
付
載
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
改
め
て
論
じ
る
。

（
14
）　

岩
崎
文
庫
所
収
『
藤
門
拾
葉
』（
LI
二
／
二
八
九
・
一
五
／
I
一
）

に
は
書
肆
か
ら
購
入
し
た
際
の
書
付
（「
書
価
書
付
」）
等
が
僅
か
な
が

ら
現
存
す
る
が
、
当
該
私
家
集
群
に
つ
い
て
は
記
載
資
料
が
な
く
、
入

手
時
期
や
代
価
等
は
不
明
で
あ
る
。

（
15
）　
『
谷
山
茂
著
作
集
六
平
家
の
歌
人
た
ち
』（
角
川
書
店　

一
九
八
四

年
）
第
四
章
に
「
藤
原
公
重
の
風
情
集
」
と
し
て
再
録
。

（
16
）　

注
15
同
書
第
一
章
に
「
平
忠
盛
と
異
本
忠
盛
集
」
と
し
て
再
録
。

（
17
）　

い
ず
れ
も
谷
山
茂
氏
『
中
世
和
歌
の
想
念
と
表
現
』（
思
文
閣
出

版　

一
九
九
三
年
）
に
再
録
。

（
18
）　
『
未
刊
中
古
私
家
集
二
』「
忠
盛
集
」
解
題
に
「
実
は
、
往
年
こ
の

本
と
同
筆
同
装
の
私
家
集
数
点
を
一
括
し
て
入
手
し
た
」
と
あ
る
。

（
19
）　

竹
鼻
績
氏
『
馬
内
侍
集
注
釈
』（
貴
重
本
刊
行
会　

一
九
九
八
年
）

に
よ
る
。「
御
所
本
系
統
の
一
本
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
写
本
」
と
さ
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れ
る
。

（
20
）　

筆
跡
の
判
断
に
つ
い
て
は
田
中
登
先
生
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
特

に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
21
）　

記
述
に
際
し
て
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
『
京
都
女
子
大
学
図

書
館
蔵
谷
山
文
庫
目
録
』、『
私
家
集
大
成
』
解
題
、『
冷
泉
家
時
雨
亭

叢
書
』
解
題
を
参
考
に
し
た
。

（
22
）　

日
大
本
は
擬
定
家
本
で
あ
る
こ
と
を
小
林
一
彦
氏
よ
り
ご
教
示
頂

い
た
。

（
23
）　

未
紹
介
の
古
筆
切
に
日
比
野
浩
信
氏
蔵
の
一
葉
が
あ
る
。
伝
称

筆
者
は
鴨
長
明
（
琴
山
極
め
）、
南
北
朝
期
写
か
。
一
二
四
詞
書
か
ら

一
二
六
詞
書
ま
で
（
和
歌
一
行
書
で
六
行
分
）
で
、
問
題
と
な
る
異
同

は
な
い
が
、
現
存
本
よ
り
書
写
時
期
が
古
く
注
目
さ
れ
る
。
以
上
、
日

比
野
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
24
）　

久
保
木
秀
夫
氏
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性
―
書
陵

部
御
所
本
に
基
づ
く
」（
吉
岡
眞
之
氏
・
小
川
剛
生
氏
編
『
禁
裏
本
と

古
典
学
』
塙
書
房　

二
〇
〇
九
年
）
掲
載
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
25
）　

初
出
は
「
私
家
集
の
蒐
集
と
伝
来
―
砂
巌
所
収
「
伏
見
殿
家
集
目

録
」を
め
ぐ
る
問
題
」（『
武
蔵
野
文
学
』五
七　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、

「
伏
見
院
の
私
家
集
蒐
集
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』

四
八　

二
〇
一
四
年
三
月
）。

【
付
記
】
本
稿
は
和
歌
文
学
会
関
西
一
二
月
例
会
第
一
三
一
回
（
二
〇
一
九

年
一
二
月
七
日　

於
、京
都
大
学
）
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
後
、

御
教
示
く
だ
さ
っ
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、資
料
閲
覧
、

書
影
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
関
西
大
学
図
書
館
、
京
都
女
子
大
学

図
書
館
に
、
ま
た
そ
の
過
程
で
お
力
添
え
く
だ
さ
っ
た
大
谷
俊
太
氏
に

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
本
研
究
の
契
機
を
お
与
え
く
だ
さ
り
当

初
よ
り
見
守
り
折
々
に
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
田
中
登
先
生
に
、
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
く
ら
な
か　

さ
や
か
／
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）


